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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国平均と同程度か上回った種目 

上体起こし 50ｍ走 ハンドボール投げ 握力 

立ち幅とび 

○全国平均を下回った種目 

20ｍシャトルラン 長座体前屈 反復横とび 

 

体育の授業では、運動を楽しみながら、基礎体力を高

めることができている。全国平均を下回った項目のう

ち、特に柔軟性・敏捷性を高める運動に課題がある。 

 
○全国平均と同程度か上回った種目 

握力 立ち幅跳び 50ｍ走 ハンドボール投げ 

○全国平均を下回った種目 

上体起こし 20ｍシャトルラン 長座体前屈 

反復横とび 

体育の授業では、粘り強く取り組む姿が見られ、体力

の向上が見られた。全国平均を下回った項目のうち、

特に敏捷性を高める運動に課題がある。 

 〇「運動・スポーツが好き、やや好き」と答え

た生徒の割合 

男子：98.4％（全国平均 91.1％） 

女子：77.7％（全国平均 77.3％） 

〇体育の時間を除く１週間の総運動時間が 60分

未満の割合 

男子：1.7％（全国平均 9.4％） 

女子：22.4％（全国平均 21.4％） 

運動部に加入している生徒も多く、運動に対して

意欲的に取り組む生徒が多い。体育の授業では、

自分に合ったペースで取り組むことができたらさ

らに授業が楽しくなると回答している生徒が多い

ため、今後の課題としたい。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 ○全国体力・運動能力、運動習慣等調査、学校独自の生徒アンケートや保護者アンケート、食育アンケート等の結果等の活用し、生徒の状況を

捉え、PTA集会や学校ホームページ、お便りなどで生徒や保護者へ伝えるとともに、学校と家庭が一体となって改善を図る。 

   ○パートナー校と連携し、上記の調査結果を共有するとともに、地域の子どもの現状に理解を深め、教科の学習や学校の行事などの取組の指

導改善を図る。 

 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇体育授業において、補強運動を充実。
持久力・敏捷性・柔軟性を高める運動
を取り入れる。  

 
〇運動記録を蓄積し、技能や体力の伸
びを実感させる。 

 
○ＩＣＴを活用し、生徒たちが運動の
楽しさを見出したり、自己の課題を
もち意欲的に取り組んだりする授業
の充実を図る。  

 
○生涯スポーツへの意識を高めること
や、部活動の取組として、トレーニ
ング環境の工夫や改善を図る。 

○食育の放送を通して様々な情報を発信
し、食に対する興味関心を高めるとと
もに、健康を意識した自己変容のきっ
かけ作りを目指す。 

 
○シャボテンログによる日々の健康状態
の把握を行う。 

 
○授業を通して、望ましい食生活をはじ
めとする正しい生活習慣について考え
る機会を増やす。 

 
○道徳や東警察署や道警サポートセンタ
ー等による講師派遣事業を活用し、
「命を大切にする指導」の継続的な取
組を図る。 

〇昼休みにグランド、体育館を開放し、サッ
カー・バスケットボール・バレーボールに
取り組む時間を設ける。 

 
〇学年集会のレクリエーション等を実施し、
仲間と協力して運動する機会をつくる。  

 
〇保体常任委員会主催のスポーツイベント
で、ドッチボール大会を実施し、生徒の主
体的な取組を促す。  

 
〇７月に生徒会主催の「校内体育大会」を実
施し、大会に向けた練習や当日の行事を通
して、運動に親しむ機会をつくる。 

家庭・地域との 

連携・協働 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 


